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義歯使用者と正常な天然歯列者における咀|1爵能力の違い
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Difference of the Chewing Ability between Normal Tooth and Denture
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咀疇は,食物を回腔内に取り入れて,上下の歯列間に保持し,こ れを切断,粉砕して,唾液を混合するこ

とによって,哄下できるまでの食塊を形成する一連の過程である.人が食物を咀唱するときの速さ・力・時

間などは人それぞれに違いがあるが,それは天然歯列や義歯使用の違いに関係しているのではないかと考え

られる.多数歯欠損が生じた場合,国い食べ物が噛みにくいといつた機能に問題が起きるが,義歯を装着す

ることにより,再び, 自らの日で噛むことができるようになる.しかし,義歯を装着すると,天然歯歯列の

ときと比較して義歯では噛めない食物があり,食事に制約があることをよく聞く.

そこで,本研究では義歯使用者と正常な天然歯列者における咀曙能力の違いを歯科用器具ならびにそれぞ

れの食材等を用いて調査した.
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咀唱とは,食物を目腔内に取 り込んで, これを上

下顎の歯や歯列間で切断,粉砕して,唾液と混合す

ることによって,哄下できるまでの食塊形成する一

連の過程である
1).人
が食物を咀唱するときの速さ・

力・時間などは人それぞれに違いがあるが,それは

正常な天然歯列 (以下,天然歯と略す。)や義歯使

用の違いに関係しているのではないかと考えられる.

また,咀唱の効能について,第 1に , しっかり咀

唱すると唾液の分泌が促進されることから,食道や

胃の粘膜の保護,食物の発がん物質の抑制があり,

第 2に脳内血流の増加から,脳の広範的な部分を活

性化して認知症の予防になり,第 3にエネルギー覚

醒の高揚からやる気を出させる効果がある.第 4に

肥満中枢のコントロールから肥満防止,糖尿病の予

防で,第 5に咀疇筋やそれに関する表情筋の活性化

から姿勢問題の防止,第 6に食物を小さくし,食塊

を適正な大きさにすることから抗原性を弱め各種ア

レルギーの防止となる.第 7に骨代謝の増進から,

骨粗しょう症の予防につながることなどわかってき

た
2).こ
れらのことから,我々が日ごろ食事をしてい

る際に,食べ物のおいしさを感じ,日から食べてしっ

かり噛んで味わう過程でも咀疇はとても重要である.

多数歯欠損が生じた場合,固い食べ物が噛みにく

いといった機能に問題が起きるが,義歯を装着する

ことにより,再び自らの国で噛むことができるよう

になる.義歯を使用すると咀疇能力が回復されるだ

けでなく,顔貌・審美性も若返り,高齢者にとって

はQOLの 向上へとつながってくる
31.し
かし義歯を

装着すると,天然歯のときと比較して義歯では噛め

ない食物があり,食事に制約があることをよく聞く.
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そこで,本研究では義歯と天然歯の咀疇能力の違
いを調査することを目的に,山本式総義歯咀疇判定

表
4)の 3段階目から6段階目の食品15品 目を抜粋し

アンケートを行い,その結果から各段階の食品一品

を選択し,テ ストフードによる咀疇実態の観察や咬

合力について調べた.さ らに,食塊形成も咀唱をす

るときの重要な過程といえるため,食塊形成能力も

測定し,その視点からも検討した。

Ⅱ.対象および方法

1.被験者
被験者は,平成20年 2月 に脳梗塞を発症,左半身

に軽度の麻痺がある83歳男性.口腔内の所見は,上

顎は総義歯,下顎は右側臼歯部に4本残存歯があり,

局部床義歯を装着している.も う 1人の被験者は,

心身ともに健康で回腔内所見は上下顎ともに欠損歯

はなく28本残存している22歳女性.それぞれの被験

者には,書面および口頭にて本研究の目的を十分に

説明し,同意を得たうえで実験を行った。

2.実験方法
1)咬合力の測定
被験者には,咬合力計の使用方法についての事前

説明と十分な練習を行った.

個歯咬合力計「オクルーザルフォースメーター

GM10・ (長野計器 )」 を用いて測定した.背 もたれ
のある椅子に被験者を座らせて,上体を直立した姿

勢で行った.測定部位は上下第一大臼歯間とし,左

右側を交互に 1回ずつ測定した (図 1,図 2).

2)咀口爵できる食品
(1)口歯める食品アンケート

山本式総義歯咀嗚能力判定表
4)は
図 3に示す表で

6段階あり,こ の食品の段階は液状から硬い食品の

形状になっている.今回のアンケー トでは,その中
の 3段階目から6段階目の食品15品 目をもとにアン

ケートを行った.ア ンケートは,「次の食品について

噛むことができますか.」 という質問に対して,噛
むことができるものに丸印をつける方式で行った。

(2)テス トフードによる咀唱実態の観察
アンケー トの食品の中から,各群一品ずつ選び,
一群は「まぐろ」,二群では「ちくわ」三群では「す

るめいか」四群では「古たくあん」を抜粋し,被験

者に主咀疇側で志賀ら研究において同様の調査時間

として20秒 間噛んで もらう
5,。 口歯み終わった ら

ティッシュペーパー上に出してもらい,どの程度噛

図 1 咬合力測定器 :オ クルーザルフォースメーター

図2 測定風景
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図3 山本式総義歯咀口爵能力判定表

めているのか観察し比較した。

3)咀疇力の測定
咀唱力の測定は咀疇能力判定ガム (ロ ッテ社製 :

歯科用キシリトールガム
°)を用いて,咀唱力を判

定した。マニュアルの指示に従ってガム 1枚を一挙

に国に挿入し,自 由咀唱で噛むように指示をした。

83歳男性は義歯使用者のため 3分間噛んでもらう.

藤燿業

みかん織鑽テ潔 畿
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表 1 口歯める食品アンケー ト

アンケー ト

次の食品について噛むことができますか ?

噛める食品にOをつけてください。

1 ごはん
2 煮物
3 まぐろ
4 はんぺん

一群

5 かまぼこ
6 こんにゃく
7 ちくわ
8 回いビスケット

二群

9 らっきょう
10 するめいか
11 貝柱の干物
12 フランスパ ン

13 ピーナッツ
14 堅焼きせんべい

15古たくあん
四群

三群

図4 咀疇能力判定ガム

咀唱時間とガムの色調変化

0回

噛む前

よt噛■■,メ I]ど」ム∬|`赤くな1咀叫力1■評価が,可能,

図 5 カラーチャー ト

22歳女性は天然歯のため2分間噛んでもらう.それ

ぞれ噛んだ後に白い紙の上に出し,カ ラーチヤート

と比較して咀疇状態を判定した (図 4,図 5).

4)食塊形成能力の測定
被験食品として,一ロサイズのせんべい「いかみ

りん
F」
(イ ケダヤ製菓)1枚を用い,一度に口腔内

に入れ, 自由に咀唱してもらう (図 6).最初の嘩
下が行われるまでに要した咀嗚回数は実験者が目視

にて計測し,被験者が最初に哄下したくなった時点
で挙手を指示した.初回唾下は,被験者が咀唱開始

後初めて,食塊を鳴下したくなった時点とした.83

歳男性は義歯を使用しているため義歯を装着してい

る状態で計測を行った.22歳女性は天然歯のため通

常どおりの状態で計測を行った.
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図 6 試験に用いたせんべい
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が認められた
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Ⅲ.結 果

1.咬合力の測定
83歳男性の右側第一大臼歯の咬合力の最大咬合力

は027kgで あつた.左側は義歯不適合のため,口歯む

ことができず測定不能だった.22歳女性の右側第一

大臼歯の咬合力の最大咬合力が50.6kgで あった.左

側の咬合力は5■2kgであった.両者の間に大きな差

表 2 第一大臼歯における咬合力の測定結果

83歳男性

22歳女性

右側第一人自歯

0.27kg

50.6kg

左側第一人臼歯

義歯不適合のため測定不能

51.2kg

対 象 食 品 咀 唱 後 (20秒間)

83歳男性

まぐろ

・噛み切れていなく,ひとつの児のま

まであった
。ほぐされている様子がみられる。

・飲み込むには困難な形態であった.

ちくわ

・細かく噛めていたがところどころ

大きい塊がみられた。
。すりつぶしたような感じも見られ

た.

・飲み込みに問題はなかった。

するめいか

・全く噛めていなく,咀疇前の形態と

ほぼ変化は見られなかった.

古たくあん

・噛めているが粉砕状態に大きい箇

所がみられた.

・全体的に噛めている.

図7-1 83歳 男性フー ドテス トによる咀唱の実態

=
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対 象 食 品 咀 唱 後 (20秒間)

22歳 女性

まぐろ

。しっかり噛み切れて,粗いす

り身状になっていた。

ちくわ

するめいか

・咀疇前の形は残ってなく,

しっかり
'歯

めていた.

古たくあん

・細かく噛めて,食塊形成がで

いていた。
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図7-2 22歳 女性フー ドテス トによる咀噛の実態

2.咀唱できる食品
1)噛める食品アンケート
食品アンケートの結果,83歳男性は15品 目中13品

目に丸印をつけ,「するめいか」と「貝柱の干物」

は選択しなかった。同アンケートで22歳女性はすべ

ての食品に噛めると丸印をつけていた。

2)テストフードによる咀|1爵実態の観察
テストフードによる咀唱実態の観察の結果は,83

歳男性は図7-1に示す通りである。「まぐろ」が噛み

切れておらず, ひとつの塊のままであり,ほ ぐされ
ている様子はみられた。「ちくわ」は細かく噛めて

いたがところどころ大きい塊がみられた.「するめ

いか」は全く噛めておらず,咀口爵前とほぼ変化は見
られなかった。「古たくあん」は噛めているが粉砕

状態に大きい箇所がみられた.22歳女性は図7-2に

示す通り,すべての食品に対し細かく粉砕されてい

■■|

・まんべんなく噛めていた
。食品が細かく咀疇されてい

た.



た.両者を比較すると,「 まぐろ」と「するめいか」

では差がみられたが,「 ちくわ」と「古たくあん」

では,差はあまり見られなかった。

図 8 83歳男性 3分間の自由咀疇

図 9 22歳女性 2分間の自由咀疇

3.咀疇力の測定
咀疇力判定用ガムに付属されている咀唱状態を判

定するカラーチヤートと比較した結果,83歳男性と

22歳女性ともに判定色は赤色でありよく噛めている

ことが分かった.

4.食塊形成能力の測定
食塊形成能力の測定結果は図10に示すとお りであ

る.83歳男性の初回哄下回数は39回 で,22歳女性の

初回哄下回数は19回だった。両者の間には20回 の哄

下回数の差が認められた .
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図10 初回嘩下回数

Ⅳ.考 察

1.咬合力の測定
咬合力の測定結果において,83歳男性と22歳女性

の間に大きな差が出た。このような結果から,83歳

男性の右側第一大臼歯の咬合力が0.27kg,左側第一

大臼歯の咬合力が義歯の不適合のため測定不能だっ

たのは,被験者の義歯は義歯粘膜面の適合が悪く,

咀疇時に義歯の移動があり,上下間の咬合がうまく

できなかったことと,強 く咬合すると義歯が破折し

てしまうのではないか, という不安による心理的な

要因もあったと考えられる.22歳女性は正常な歯列

状態で,偏咀口爵の癖もなく正常な咬合であったと考

えられる.阿部らいの研究では,天然歯における咬合

力は約50～90kgあ ると言われ,義歯での咬合力は約

2～ 15kgと なり天然歯の約1/5以下になると言われて

いることから,両者の差が大きくなったと考えられる。

2.咀Л爵できる食品
1)口歯める食品アンケー ト

噛める食品アンケートから,83歳男性は,15品 目

のうち13品 目噛めると回答した.2品 目を選択しな
かったことは,義歯装着による咀疇能力の低下と咀

唱困難な食品の回避に加えて,不適合の義歯装着に

よる噛めないかもしれない, という不安による心理

的な要因から噛める食品を選択したことがうかがえ

る.22歳女性は天然歯のため咬合力があり,食品
の咀疇がスムーズに行われ,噛める食品数は高い割

合を示したと考えられる.

2)テス トフードによる咀唱実態の観察
83歳男性の結果から,「まぐろ」が噛めなかった

のは,「まぐろ」が軟らかすぎたことと,「 まぐろ」

の表面が滑らかであり義歯の咬合面にまぐろが固定

されていない状態で咀唱していたからではないかと

今川絵美 ほか :義歯使用者と正常な天然歯列者における咀噛能力の違い

(回 )

６

０

”

∞

る

”

１５

Ю

５

０

39

83歳男性

19

22歳女性



66

考えられる.「ちくわ」は比較的やわらかく容易に

かみ切れる食物であるため噛めていたと考えられ

る.「するめいか」は10聴以上の咬合力がないと噛

めない食品と言われておリ
ア),咬
合力の測定結果か

ら83歳男性は咬合力が足 りず「するめいか」が噛め

なかったと考えられる.「古たくあん」はやや硬いが ,

表面が滑らかではないため咬合面にしっかり固定さ

れた状態で咀鳴できたためよく噛めていたと考えら

れる.22歳女性は正常な歯列状態で,偏咀唱の癖も

なく正常な咬合であったため,すべての食品を食塊

形成されたと考えられる.

3.咀唱力
83歳男性と22歳女性の検査結果は両者には差がな

かった。このことは83歳男性が,与 えられた時間の

中でガムを咀疇することに集中し,尚且つ咀唱時間

が 3分で22歳女性よりも1分間長かったためと考え

られる.22歳女性は欠損歯がなく正常な歯列状態で

あることから咀唱力は垂直・頬側・舌側 。近心・遠

心それぞれの方向に力が入り咀唱できたことが咀曙

能力判定ガムのカラーチヤートの最高値 (赤色)を

示したことがうかがえる.

4.食塊形成能力
83歳男性の食塊形成能力の測定結果は,装着義歯

が不適合であり咀‖爵がうまくいかなかったことと.

高齢者において,唾液量の低下や歯の損失.欠損に

よる固有口腔への食物の移送能力の低下によって食

塊形成能力が低下しているものと推測される.22歳

女性は唾液量の測定行っていないが,若年者で心身

ともに健康であることから唾液の分泌が活発であり

食塊の性状が適切で「111(下が容易に行われていること

がうかがえる.

、
「
  `士   △V. T口   風I冊

義歯と天然歯との間の咀唱能力の違いを調査し,

山本式総義歯咀唱判定表
4,の 3段階目から6段階目

の食品15品 日を抜粋しアンケートを行い,各段階の

食品一品を選択し,テ ストフードによる咀唱実態の

観察や咬合力と食塊形成も咀疇をするときの重要な

過程なので,食塊形成能力も測定し,その結果,以
下のことが明らかとなった.

1.咬合力の測定は,83歳男性の右側第一人口歯の

咬合力の最大咬合力は0.27賭で,左側は義歯不適

合のため,測定不能だった.22歳女性の右側第一

大臼歯の咬合力の最大咬合力が50.6kgであった.

左側の咬合力は51.2kgで あった。両者に差が認め

られた.

2.咀唱できる食品のアンケートでは,83歳男性15

品目中13品 目を選択した.「するめいか」と「貝

柱の干物」には咀疇できないと回答した.22歳女

性は15品 目中15品 目咀唱できると回答した。

3.テ ストフードによる咀唱実態の観察では,4品 目

中「まぐろ」と「ちくわ」については食塊形成が

できず哄下困難な状態であった.22歳女性はすべ

ての食品に対し細かく粉砕され食塊形成ができた。

4.咀唱力の測定では,咀疇能力判定ガムを用いた

結果,83歳男性と22歳女性ともにカラーチヤート

は赤色でありよく噛めていることが分かった.

5。 「せんべい」による食塊形成能力の測定では,

83歳男性の初回哄下回数は39回で,22歳女性の初

回喋下回数は19回だった.両者の間には20回の差

が認められた.
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